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全国792都市平均 47.2
神奈川県内16市平均 52.6
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県内16市中第3位

県内16市中第15位

　財政力指数
1.006は全国で

 第26位！

　実質収支比率
8.0は全国で

 第358位！

　経常収支比率
92.7は全国で

 第688位！
県内16市中第11位

　自主財源比率
56.3は全国で

 第44位！
県内16市中第5位

　義務的経費比率
52.3は全国で

 第608位！
県内16市中第7位

財政力指数

実質収支比率

経常収支比率

自主財源比率

義務的経費比率

類似都市平均値 47.6

（%）
類似都市内最大値 60.8

　公共施設の整備には一時的に多額のお金が必要になります。これをその年の収入
だけで賄ってしまうと他のサービスが提供できなくなってしまいます。
　また、公共施設は現在の市民だけでなく、将来の市民も利用するものであるため、
負担の公平性を図る観点から、市債を活用して世代間で平等に費用の負担をお願い
しています。

　藤沢市の借金は、令和3年度に約140億円を借り入れて、約140億円返済しました。
　借金残高は、市全体で約1,377億円です。

どうして借金をするの？

4 藤沢市の借金はどうなっているの？藤沢市の借金はどうなっているの？

借金はどれくらい？
令和3年度決算から見てみましょう。

1
「現在の市民と将来の市民の負担を公平にする役割」と
「毎年の財源を平均する役割」があります。

借金は、主に公園、道路、学校、下水道などの公共施設の整備に
使われています。

借金1,377億円の
使い道 市民1人当たりにすると

令和3年度中の

2

新たな借り入れ…約3万2千円
元利返済…………約3万4千円
残高……………約31万1千円

学校の整備など
101億円
7.3%

公園、道路の整備など
145億円 10.5%

庁舎・消防車の整備など
304億円 22.1%

ゴミ処理施設の建設など
81億円 5.9%
その他
142億円 10.3%

下水道
444億円 32.2%

市民病院
115億円 8.4%

土地区画整理事業
45億円 3.3%

一般会計
773億円 56.1%

特別会計・公営企業会計
604億円 43.9%

財政指標ランキングコーナー！！
　財政状況を見る財政指標にはいろいろありますが、ここでは主な財政指標を取り上げました。

実質公債費比率は18ページ、将来負担比率は19ページで紹介しています。
※注1：いずれの財政指標も令和３年度決算に基づく財政指標です。
※注2：県内16市は、政令市（横浜市、川崎市、相模原市）を除いた市です。
※注3：類似都市は、人口15万人以上、産業構造の２次及び３次産業が90％以上、３次産業が65％以上の36都市です（藤沢市含む）。
【ランキングデータの出典】全国都市財政年報／日本経済新聞社

　財政力指数は、標準的な行政活動を
行うために必要な財源を、どの程度自
力で調達できるかを見る指数です。
　指数が大きいほど財政力が強く、１
未満になると国から普通交付税が交付
されます。

　歳入歳出の形式的収支から翌年度
へ繰り越すべき財源を控除した実質収
支額（黒字または赤字額）が、標準財政
規模に対してどの位の割合になるかを
表すものです。
　よりわかりやすく言うと黒字率や赤
字率を見る指標です。

　扶助費や人件費など経常的にかかる
経費に対して、市税や各種交付金など
経常的に入ってくる一般財源をどの位
の割合で使っているかを表すもので、財
政の弾力性や硬直度を見る指標です。
　この比率が高いほど財源の余裕が
少なくなり、政策的に使えるお金が少
なくなります。

　市税や使用料・手数料などの自主財
源が歳入全体に対してどの位の割合に
なるかを表し、財政の安定度や健全度
を示す指標です。
　この比率が高いほど財政基盤の安
定性があります。

　人件費・扶助費・公債費の義務的経
費が歳出全体に対してどのくらいの割
合になるかを表し、財政の硬直度を示
す指標です。
　この比率が高くなると、経常経費が
増大して財政構造が硬直化することに
なります。
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借金残高の推移
全会計（　　　うち、普通会計 ）

1,600
億円

R2 R3H29 H30 R1
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1,000
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1,377億円1,376億円

1人当たり
￥310,930

1人当たり
￥184,728

1人当たり
￥313,248

1人当たり
￥180,908

818億円

1,427億円

1人当たり
￥331,342

1人当たり
￥180,609

778億円

1,401億円

1人当たり
￥322,563

1人当たり
￥177,852

773億円

1,395億円

1人当たり
￥319,631

1人当たり
￥181,961

794億円 795億円

2.0

4.0

6.0

8.0

25.0
（%）

市民

1人当たりの

金額です…

　平成29年度に本庁舎の整備などで借り入れが一時的に増加しましたが、過去に借り入れた借金の返済
が進んでいるため、令和３年度の借金残高は約1,377億円になりました。

　借金の額がわかりましたが、額が大きすぎてイメージがつかみにくいですね。
借金残高と借入額について、推移と市民１人当たりの金額を見てみましょう。

※他市と比較するため普通会計（11ページに説明があります）の数値になります。

　令和3年度決算では市民1人当たりの借金が県内16市の中で２番目に少
なくなっています。 （横浜市、川崎市、相模原市を除く県内１６市）

借金は他の市と比べて多いの？少ないの？
県内で2番目に
　　少ないんだ！
県内で2番目に
　　少ないんだ！

　市債は国、県、銀行
などから借りています。

市の借金のことを「市債」
国の借金は「国債」
県の借金は「県債」と呼びます。

　令和３年度は市民センターの整備やごみ焼却炉の整備などのために借り入れをして、
前年度に比べ約22億円増となりました。

最高　Ａ市
約55万円

16市平均
約28万円

藤沢市
約18万円

市債？

　国債？
どこから

お金を借りて

いるの？

1人当たりは
増加しているね

R3H29 H30 R1

合計149億円

1人当たり
￥34,669

20億円

129億円

合計152億円 合計147億円

1人当たり
￥35,032 1人当たり

￥33,732

18億円

134億円

15億円

132億円

R2

合計149億円

1人当たり
￥33,954

13億円

136億円

合計151億円

1人当たり
￥34,039

11億円

140億円

うち利子返済額全会計 うち元金返済額

6.8 全国792都市平均

借金の返済額は妥当なの？
健全化判断比率（実質公債費比率）から見てみましょう。

返済額の推移

実質公債費比率（他市との比較）

　借金の返済額が身の丈にあったものかどうかを判断する基準に「実質公
債費比率」というものがあります。収入に対して返済額がどの程度の割合
になるのか、借金返済の負担が多すぎないかをチェックするものです。
　借金漬けになる可能性が高いとされる目安25％に対して、藤沢市は4.0
％（令和3年度決算）で良好な状態にあります。

　財政破綻を未然に防ぐことを目的とした「財政健全化法」で、財政の健全度を診断する指標「健全化判
断比率」を議会や市民のみなさんに毎年公表することが義務づけられています。
　健全化判断比率は、４つの指標①実質赤字比率②連結実質赤字比率③実質公債費比率④将来負担
比率があり、赤字や負債（借金返済）の状況など４つの視点から示すものです。
　①・②は年間の赤字の割合（①は一般会計等、②は全ての会計を対象）、③は借金の返済額の割合、④
は将来の負担が見込まれる負債の割合をチェックするものです。

　この５年間は市役所本庁舎や分庁舎整備分などの返済が始まった一方、過去に借り入れた分の返済が一
部終了したことで、年間約１５０億円の返済額で推移しています。

財政の健全度を診断する指標「健全化判断比率」って？

3

家計に例えると（実質公債費比率）
　家や車のローン、クレジットカー
ドで買い物をした支払いなど、そ
の年の返済額が、年収の25％以上
となった場合、借金漬けになる可
能性が高いという危険信号を示
しています。

危険信号ライン
（早期健全化基準）

3.7 類似都市32市平均
4.0 県内16市平均
（横浜市、川崎市、相模原市を除く16市）

4.0 藤沢市の比率
〈財政指標ランキング〉
全国で第186位
県内16市中第11位

220
億円
200

180

160

140

120

100

80

0

借入額の推移 全会計

1人当たり
￥31,704

140億円

1人当たり
￥25,023

109億円

1人当たり
￥28,837

126億円

1人当たり
￥49,727

214億円

R3H29 H30 R1

1人当たり
￥26,771

118億円

R2

40

0

80

220
億円

160

200

120

これも市民

1人当たりの

金額です…
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県内15番目
だね

積立額　　　取崩額　　　年度末残高
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39億

3,000万円

123億
6,000万円

早期健全化基準・
財政再生基準とは？

将来の市民に負担はかからないの？
健全化判断比率（将来負担比率）から見てみましょう。

　借金や数年間にわたる契約により約束された支払い、職員の退職金など、将
来支払わなければならない負債が、収入に対してどの程度なのかを示す指標と
して、「将来負担比率」というものがあります。負債にかかる負担が大きくないか
をチェックするものです。
　将来財政を圧迫する可能性が高いとされる目安350％に対して、藤沢市は
51.2％（令和3年度決算）で良好な状態にあります。

　家や車のローンの残高、クレジットカードの支払い残
高など、これから返済していかなければならない返済
総額が、年収の3.5倍以上になった場合には、今後ロー
ン返済などに追われ家計が成り立たなくなり、経済的
苦境におちいる状態にあることを示しています。

藤沢市の比率は、県内16市中、将来負担が少ない方から数えて15番目です。
類似都市平均、全国平均より少し高いですが、早期健全化基準よりは低く、良好な状態にあるといえます。

　健全化判断比率からみた令和3
年度の藤沢市の財政状況は、いず
れの指標も危険信号を示す基準値
を下回っており、「健全」といえます。

R3
（▲  8.26）

（▲21.36）

4.0
51.2

※実質赤字比率及び連結実質赤字比率の比率欄「－」は、それぞれ比率の算定の結果、
　「実質赤字額がない」ことを表しています。参考として（　）にマイナスの比率を表記しています。

R2
（▲  6.11）

（▲16.45）

3.2
41.9

借金のことはわかったけど、貯金はあるの？

　藤沢市には貯金に相当する「基金」というものがあります。基金は、それぞれ
の基金条例に基づき、寄附金や基金利子などを積み立てて、基金の目的に応じ
て必要な時におろして使うものです。
　藤沢市は財政調整基金をはじめ、公共施設整備基金、環境基金、愛の輪福祉
基金、森林環境譲与税基金など、全部で15の基金を持っていて、令和3年度末
の総額で約220億7,000万円、市民1人あたり5万円の貯金があります。
　いろいろな基金の中でも、財政調整基金は、税収減による財源不足の年度間
調整や、災害への備えなど、いざという時のために積み立てているものです。
　財政調整基金のここ10年間の推移を見てみましょう。

令和3年度決算から見てみましょう。

※基金数は令和3年度末時現在のものです。

財政調整基金の推移

5 藤沢市の貯金はどれくらい？藤沢市の貯金はどれくらい？

令和３年度には

貯金をおろしたということ？
 森林環境譲与税基金って

なに？

　そうです。令和３年度は、一般財
源不足の補填の財源として52億円
を取り崩しましたが、1年間のやりく
りの中で約39億円を貯金しました。

4

1

ローンやカードの負債総額
年収の３５０％（３.5倍）！！

ズッシリ…

家計に例えると（将来負担比率）

（横浜市、川崎市、相模原市を除く県内16市）

　市の財政状況が悪化し、危うくなったときにイエ
ローカード（早期健全化基準）で警告をします。

　更に悪化し自主的に財政の立て
直しができなくなったときは、レッ
ドカード（財政再生基準）で、国・県
の関与のもと、確実な財政の立て
直しに着手することになります。

健全化判断比率
比率

実質赤字比率
連結実質赤字比率
実質公債費比率
将来負担比率

藤沢市

11.25 
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25 
350 

20
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早期健全化基準
（イエローカード）

財政再生基準
（レッドカード）

単位：％

県内16市将来負担比率
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13.2 22.2 25.2 28.7
30.0 33.8 34.5

42.0 42.4 51.2

96.9

全国７９2都市平均 50.1
県内１６市平均 32.8

類似都市36市平均 33.4

　令和元年度に創設され、「森林整備及びその促進
に関する費用」に活用するため、国から譲与を受ける
森林環境譲与税を積み立てています。令和3年度は
市有山林の里山環境の保全・整備に活用しました。
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